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はしがき 
 
 本報告書は、千葉大学大学院人文公共学府研究プロジェクト「保護観察中の
覚醒剤事犯者の処遇方策に関する研究」（研究期間：2012年度～2018年度）の最
終報告である。 
  
覚醒剤乱用者は、受刑を繰り返す傾向が顕著であり（平成 30 年版犯罪白書）、
その再犯防止が、刑事政策上の重要な課題となっている。2016 年 6 月には、「刑
法等の一部を改正する法律」及び「薬物使用等の罪を犯した者に対する刑の一
部の執行猶予に関する法律」が施行され、薬物事犯者に対する刑の一部の執行
猶予制度が導入された。本研究は、より実効性のある保護観察処遇のために、
刑の一部の執行猶予制度開始に伴う保護観察処遇上の留意点に関する議論や、
保護観察下にある覚醒剤事犯者の動機付けのアセスメントツールの開発などを
行った。 
 
論文 1 及び 2 は、薬物事犯者の保護観察処遇において地域の関係機関と連携
する際の留意点を、これらの機関の専門家との面接調査を通して明らかにした
ものである。論文 1 はダルクとの、論文 2 は精神保健機関等との連携を取り上
げ、たとえば、連携先の実情や特性を理解した上で連携先を選択することなど
が保護観察の処遇者に求められることなどを示した。 
論文 3 は、保護観察対象者の動機付けは、その言動に焦点を当てて測定する
ことが重要であるとの指摘（羽間・勝田、2014）を踏まえ、保護観察下にある
覚醒剤事犯者の動機付けのアセスメントツールの開発を行ったものである。本
研究は、現職の保護観察官らと共同しての議論を通して実施された。評定者間
の一致を確認した結果､高い信頼性が認められており、今後、同アセスメントツ
ールの評定と再犯・再使用との関連の検証が求められる。 
論文 4 は、2014 年から 2018 年までの 5 年間の世界薬物報告書（国連薬物犯
罪事務所）から、各年の特集内容に着目して，世界的な違法薬物対策の動向と
その背景を確認したものである。 
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 本プロジェクトは今年度をもって終了となるが、薬物事犯者、特に日本で乱
用者が多い覚醒剤事犯者に対する、より実効性ある保護観察処遇のために、今
後も研究を進めていきたい。 
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